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　は問い合わせ先です�

地
籍
調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
も
と

で
、
地
番
・
地
目
・
境
界
を
調
査
し
、

面
積
を
測
定
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
昭
和
55
年
度
か
ら
調
査
を

始
め
、
こ
れ
ま
で
小
原
全
地
区
、
福
岡

地
区
の
一
部
、
白
川
全
地
区
お
よ
び
大

鷹
沢
全
地
区
で
調
査
を
終
え
ま
し
た
。

■
平
成
16
年
度
地
籍
調
査
実
施
区
域
図

６
月
中
旬
か
ら
11
月
ご
ろ
ま
で
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
土
地
所
有
者
の

方
々
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
平
成
16
年
度
調
査
区
域

大
平
坂
谷
字
石
高
前
ほ
か
18
区
域
・

斎
川
字
荒
屋
敷
下
ほ
か
45
区
域

M
地
籍
調
査
室
　
0
２
２
―
１
２
５
７

一
般
利
用
（
有
料
）
や
障
害
者
と
の

交
流
、
各
種
社
会
福
祉
活
動
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
（
減
免
制
度
あ
り
）。

○
利
用
時
間

８
時
30
分
〜
21
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
日
も
利
用
で
き
ま
す
。）

○
ふ
れ
あ
い
室

集
会
、会
議
な
ど
に
利
用
く
だ
さ
い
。

○
陶
芸
工
房

電
気
窯
、
土
練
機
、
ろ
く
ろ
な
ど
各

種
陶
芸
機
器
が
そ
ろ
え
て
あ
り
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
プ
ラ
ザ
や
ま
ぶ
き
（
南
町
）

0
２
６
―
２
２
４
３

■
福
祉
プ
ラ
ザ
や
ま
ぶ
き
で
障
害
者
定

例
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
対
象

知
的
・
身
体
に
障
害
が
あ
る

方
ま
た
は
そ
の
家
族
、
友
人
な
ど

●
相
談
内
容

ど
ん
な
さ
さ
い
な
事
で

も
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
相
談
日
時

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜

日
の
13
時
〜
15
時
ま
で
（
26
頁
参
照
）。

M
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
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―
１
４
０
０

■
東
北
一
斉
特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日
で

す
。
白
石
市
の
人
権
擁
護
委
員
が
特
設

人
権
相
談
所
を
開
設
し
、
人
権
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は
無
料
で
す
。

●
日
時

６
月
１
日（
火
）10
時
〜
15
時

●
場
所

中
央
公
民
館

●
相
談
内
容

結
婚
・
離
婚
・
家
族
の

い
ざ
こ
ざ
・
扶
養
・
相
続
・
遺
言
・
近

隣
と
の
紛
争
・
差
別
待
遇
・
法
律
扶
助

な
ど

※
相
談
の
秘
密
は
守
り
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

M
大
河
原
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
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毎
月
１
回
の
浄
化
槽
保
守
点
検
を
定

め
た
「
宮
城
県
浄
化
槽
取
扱
要
綱
」
が

３
月
末
で
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
は
、
処
理
方
式
ご
と
に

環
境
省
が
定
め
る
最
低
回
数
以
上
の
保

守
点
検
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

年
１
回
の
法
定
検
査
を
必
ず
受
検

し
、
浄
化
槽
の
使
用
状
況
に
応
じ
た
適

正
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

M
生
活
環
境
課
環
境
対
策
係
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２
２
―
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市
で
は
、「
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
効
率
的
な
行
政
運
営
」
を
目
的
と
し

た
地
方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
積
極

的
な
改
革
の
推
進
を
基
本
理
念
に
、
第

三
次
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た
。

■
基
本
方
針

「
地
域
の
個
性
を
発
揮

し
、
心
の
豊
か
さ
を
追
求
し
た
品
格
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
た

め
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
「
行
政
改
革
は
住
民
の

た
め
に
、
改
革
は
現
場
か
ら
」
を
改
革

の
目
標
に
し
ま
し
た
。

■
期
間

平
成
16
年
度
〜
20
年
度

■
重
点
事
項

①
組
織
・
機
構
の
見
直
し

総
合
窓
口
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ
る

「
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
」
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

②
事
務
事
業
の
改
善

業
務
の
合
理
化
・
効
率
化
と
多
様
化

す
る
市
民
か
ら
の
要
望
に
対
応
す
る
た

め
の
業
務
の
外
部
委
託
の
推
進

③
行
政
情
報
化
・
環
境
情
報
化
な
ど
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
行
政
情
報

の
提
供
お
よ
び
情
報
保
護
体
制
の
整
備

④
経
費
の
節
減
・
合
理
化
な
ど
財
政
の

健
全
化

経
常
経
費
の
削
減
、
自
主
財
源
の
確

保
、
収
納
体
制
の
整
備

⑤
広
域
行
政
に
関
す
る
こ
と

行
政
基
盤
強
化
に
つ
い
て
対
策
調
整

M
総
務
課
　
0
２
２
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１
３
３
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障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
助
成
事
業
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

地
籍
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

65
歳
以
上
の
在
宅
高
齢
者
の
方
々
の

生
活
の
質
を
向
上
し
、
介
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
た
め
の
新
規
事
業
で
す
。

■
外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
利
用
助
成
事
業

○
利
用
対
象
者

65
歳
以
上
の
在
宅
高

齢
者
で
次
の
①
か
つ
②
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
以
上
の
方

②
市
民
税
非
課
税
の
方

○
助
成
内
容

市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
の

小
型
タ
ク
シ
ー
基
本
料
金
相
当
額
の
助

成
券
を
月
４
枚
（
乗
車
１
回
に
つ
き
１

枚
）
を
単
位
と
し
て
交
付
し
ま
す
。
た

だ
し
、
す
で
に
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助

成
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

交
付
で
き
ま
せ
ん
。

○
利
用
者
負
担

基
本
料
金
相
当
額
を

超
え
る
料
金
は
利
用
者
負
担
で
す
。

■
寝
具
類
等

洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
利
用
対
象
者

65
歳
以
上
の
在
宅
高

齢
者
で
、
要
介
護
認
定
が
要
介
護
３
以

上
の
方

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

１
回
当
た
り
掛
け

布
団
・
敷
き
布
団
・
毛
布
各
１
枚
の
洗

濯
乾
燥
消
毒
を
行
い
ま
す
。
布
団
な
ど

は
自
宅
ま
で
取
り
に
伺
い
ま
す
。
利
用

回
数
は
年
２
回
以
内
で
す
。

○
利
用
者
負
担

市
と
事
業
者
が
契
約

す
る
委
託
料
の
１
割
を
負
担
い
た
だ
き

ま
す（
１
回
６
０
０
〜
７
０
０
円
程
度
）。

■
訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

○
利
用
対
象
者

65
歳
以
上
の
在
宅
高

齢
者
で
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
要
介
護
認
定
で
要
介
護
３
以
上
の
方

②
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
、
ま
た
は

高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
方
で
、
一
般
の

理
容
所
が
利
用
困
難
な
方

○
サ
ー
ビ
ス
内
容

理
容
師
が
家
庭
を

訪
問
し
て
理
容
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま

す
。利
用
回
数
は
３
カ
月
に
１
回
で
す
。

○
利
用
者
負
担

理
容
料
金
は
利
用
者

の
負
担
で
す
。
市
で
は
理
容
師
の
訪
問

に
係
る
交
通
費
な
ど
を
負
担
し
ま
す
。

■
各
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に
は
？

介
護
者
の
方
な
ど
が
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
た
は
市
民
課
福
祉
総
合
窓
口
に

申
請
書
を
提
出
く
だ
さ
い（
印
鑑
と
介
護

保
険
被
保
険
者
証
を
持
参
く
だ
さ
い
）。

M
福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係

0
２
２
―
１
４
０
０

市
で
は
、
70
歳
以
上
の
市
民
の
方
を

対
象
に
、
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い

し
の
利
用
割
引
券
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
交
付
枚
数

一
人
年
間
２
枚

（
１
回
利
用
に
つ
き
３
０
０
円
割
引
）

●
交
付
場
所

福
祉
事
務
所
、
市
民
課

福
祉
総
合
窓
口
、
各
事
務
連
絡
所
、
ス

パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
受
付

M
福
祉
事
務
所
長
寿
福
祉
係
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市
で
は
、
心
身
に
障
害
の
あ
る
方
に

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
や
社
会
活
動
を

促
す
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料
金

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
利
用
で
き
る
方

次
の
手
帳
・
証
書
な
ど
を
持
っ
て
い

る
方
本
人
と
介
助
者
の
方
１
名

・
身
体
障
害
者
手
帳
　
・
療
育
手
帳

・
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
証

・
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証

■
対
象
施
設

・
益
岡
公
園
、
白
石
川
緑
地
、
岩
崎
公

園
庭
球
場
な
ど
の
体
育
施
設

・
白
石
市
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
旧
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
）

・
ス
パ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し

・
ホ
ワ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ

・
み
や
ぎ
蔵
王
白
石
ス
キ
ー
場

■
助
成
額

対
象
施
設
ご
と
に
週
２
回

を
限
度
と
し
て
使
用
料
の
半
額
を
助
成

し
ま
す
。た
だ
し
、１
日
以
内
を
単
位
と

す
る
も
の
に
限
り
ま
す（
個
人
会
員
券
、

市
民
会
員
券
、シ
ー
ズ
ン
券
は
対
象
外
）。

■
利
用
方
法

施
設
の
窓
口
で
手
帳
ま

た
は
証
書
な
ど
を
提
示
し
、
介
助
人
も

含
め
た
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
利
用
助
成
券

の
交
付
を
受
け
、
使
用
料
か
ら
助
成
額

を
差
し
引
い
た
額
を
納
付
く
だ
さ
い
。

M
福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係
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■
〜
学
生
の
皆
様
へ
〜

学
生
納
付
特
例
の
申
請
は
お
早
め
に

国
民
年
金
は
、
老
齢
・
障
害
・
死
亡

な
ど
で
私
た
ち
の
生
活
が
損
な
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
前
も
っ
て
保
険
料

を
出
し
合
い
、
お
互
い
を
支
え
合
う
制

度
で
す
。
学
生
の
皆
さ
ん
も
20
歳
に
な

っ
た
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
の
方
に
は
、
本
人
の
前
年
の
所

得
が
68
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

後
払
い
で
き
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
が
承
認
さ
れ

た
期
間
中
に
、
事
故
や
病
気
で
障
害
が

残
っ
た
場
合
に
は
、
満
額
の
障
害
基
礎

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
将
来

の
老
齢
基
礎
年
金
も
受
給
資
格
期
間
に

算
入
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
老
齢
基
礎
年

金
の
額
を
計
算
す
る
際
に
は
算
入
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
、
卒
業
し
た
ら
忘
れ
ず
に

納
め
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
の
承
認
期

間
は
、
申
請
月
の
前
月
か
ら
平
成
17
年

３
月
ま
で
で
す
の
で
、
４
月
か
ら
承
認

を
受
け
た
い
方
は
５
月
末
日
ま
で
に
、

市
の
国
民
年
金
相
談
係
で
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
期
間
は

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
ら
れ
ま
す

保
険
料
の
免
除
や
学
生
納
付
特
例
の

期
間
は
、
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。し
か
し
、

免
除
の
期
間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額

を
計
算
す
る
と
き
、
保
険
料
を
納
め
た

期
間
に
比
べ
て
、
年
金
額
が
全
額
免
除

の
場
合
は
３
分
の
１
、
半
額
免
除
の
場

合
は
３
分
の
２
と
し
て
計
算
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
学
生
納
付
特
例
を
受
け
た

期
間
も
、
老
齢
基
礎
年
金
の
額
の
計
算

に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た

ら
、こ
の
期
間
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
、

受
け
取
る
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。
納
め
ら
れ
る
の
は
、
保

険
料
免
除
期
間
や
学
生
納
付
特
例
期
間

か
ら
10
年
以
内
で
す
。保
険
料
の
額
は
、

当
時
の
額
に
一
定
率
の
加
算
額
が
つ
き

ま
す
。
詳
し
く
は
管
轄
の
社
会
保
険
事

務
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈
社
会
保
険
事
務
局
大
河
原
事
務
所
〉
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０
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M
市
民
課
国
民
年
金
相
談
係
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自
動
車
税
の
納
付
期
限
は
５
月
31
日

で
す
。
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
納
付
し

ま
し
ょ
う
。

自
動
車
税
の
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

い
る
納
税
証
明
書
は
、車
検
の
際
に
必
要

で
す
の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

M
宮
城
県
大
河
原
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福
祉
プ
ラ
ザ
や
ま
ぶ
き
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

身
近
な
こ
と
か
ら

人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る

皆
様
へ

第
３
次
行
政
改
革
大
綱
を

策
定
し
ま
し
た

自
動
車
税
の
納
付
は

お
早
め
に
！

ス
パ
ッ
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ュ
ラ
ン
ド
利
用
助
成
事
業

の
お
知
ら
せ


